
ハザードマップ作成の目的 ハザードマップの作成条件
　ため池ハザードマップは、万が一の事態でため池が決
壊した場合、最大でどの程度の浸水範囲となるかを知る
ために最悪の状況を想定した浸水予測を行いました。
　住民のみなさんがハザードマップを通じて、想定される
災害を事前に知り、自らの避難を考え、地域の防災力向
上につながることを目的にしています。

　現在起こりえる最大の危機を想定しました。
　ため池が満水の状態で、貯水の全量が下流域に流れ
出す場合を想定しております。

いざという時には ハザードマップに載せる情報
●避難は可能な限り浸水がはじまる前に
●動きやすい服装で、持ち出し品は最小限に
●必ず徒歩で！足下に注意して避難
●ため池近隣にお住まいの方は、速やかに高台へ避難
●ため池から離れた場所
にお住まいの方は、建物
の２階などに避難し、水
が引いたら指定の避難
所へ避難

●場所ごとの浸水する深さ
　場所ごとの浸水する深さを色分けして地図上に表示し
ました。
●到達時間
　 ため池の水が到達するまでの時間を表示しました。
●避難場所
　 避難する場所を地図上に表示しました。

　ため池ハザードマップは、万が一決壊した場合の備
えとして、浸水の深さや避難所などをハザードマップと
して地図上に整理しました。
　浸水の特徴を理解して、地域住民が話し合い、ハ
ザードマップを理解することで、防
災情報を得た際に正しい判断・行動
がとれるようになります。
普段から家族や地域のみなさんと話
し合いましょう。

住民行動

●警察…110
●消防…119
●本宮市（33-1111）

ため池の異常に
気がついたら

　すぐに連絡・通報！

ため池ハザードマップ

火山灰の降灰エリア・降灰後の土石流ハザードマップ

居住地域に重大な被害を及ぼ
す噴火が発生、あるいは切迫し
ている状態にある。

居住地域に重大な被害を及ぼ
す噴火が発生すると予想され
る（可能性が高まっている）。

居住地域の近くまで重大な影
響を及ぼす（この範囲に入った
場合には生命に危険が及ぶ）噴
火が発生、あるいは発生すると
予想される。

火口周辺に影響を及ぼす（この
範囲に入った場合には生命に
危険が及ぶ）噴火が発生、ある
いは発生すると予想される。

火山活動は静穏。
火山活動の状態によって、火口
内で火山灰の噴出等が見られ
る（この範囲に入った場合には
生命に危険が及ぶ）。

住民は通常の生活。
火口周辺への立入規制等。
状況に応じて特定地域の避難
準備等が必要。

状況に応じて火口内への立入
規制等。

警戒が必要な居住地域での避
難準備等が必要。
要配慮者及び特定地域の避難
等が必要。

住民は通常の生活。
登山禁止・入山規制など危険な
地域への立入規制等。
状況に応じて特定地域の避難、
要配慮者の避難準備等が必要。

危険な居住地域からの避難等
が必要。

●火口から概ね4km以内の居住地域に大きな噴石が飛散す
るような噴火が発生、あるいは切迫している（火砕流・火砕
サージは居住地域近くまで）。
●融雪型火山泥流が居住地域に到達、あるいは切迫している。

●火口から概ね4km以内の居住地域に大きな噴石が飛散す
るような噴火の可能性（火砕流・火砕サージは居住地域近く
まで）。
●融雪型火山泥流が居住地域に影響を及ぼす噴火の可能性。

●火口から概ね2.5km以内に大きな噴石が飛散、火砕流・火
砕サージ、融雪型火山泥流が流下するような噴火の発生、
またはその可能性。

●火口から概ね1km以内に大きな噴石が飛散するような噴火
の発生、またはその可能性。

●火山活動は静穏。
●状況により火口内に影響する程度の火山灰や火山ガス等の
噴出。

過去事例 有史以降の事例なし

過去事例 有史以降の事例なし

過去事例 1900年7月17日 ： 沼ノ平火口で水蒸気噴火

過去事例 1899年8月24日 ： 沼ノ平火口で水蒸気噴火

過去事例 1996年9月 ： 白色噴煙30m、沼ノ平中央部で
 泥が噴出し直径100mに飛散
2000年2月 ： 一時的に噴気が300mまで上がる
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上空の風向きが北西のとき

火山灰が本宮市方向に降ります

　噴火によって山の斜面に火山灰が多く積もると、地表面が火山
灰で覆われてしまい、雨水が地面の中へしみ込みにくくなります。
そのため、たとえ少量の降雨であっても、地面にしみ込まなかった
雨水が谷底に急速に集まり、一気に増えた水かさによって土石や
樹木が押し流される土石流が発生しやすくなります。
　1991年（平成３年）の雲仙普賢岳、2000年（平成12年）の有珠
山や三宅島の噴火でも降灰後の降雨による土石流で多くの被害
が発生しました。

●左の図の赤点線　　は、沼ノ平火口で大規模なマグマ噴火が起きた場
合で、かつ、風向きが北西から風が吹いた場合の本宮市方面の火山灰
の想定厚さを示した予想図です。

●また、図の着色部（■■■）は、噴火によって火
山灰が積もった後に降雨によって発生する可
能性がある「降灰後の土石流」の予想図です。
●この図は、それぞれの渓流の源流域に火山灰が

多く積もり、その後に100年
超過確率の雨（日雨量約
410mm）が降った場合に発
生する可能性がある土石流
について想定しています。
この「降灰後の土石流」が流
れてくる渓流や土石流の規模
は、火山灰の積もる範囲、
降った雨の量などで変わって
きます。
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沼ノ平火口の上空の風向きが北西からのとき、火山灰が本宮市方向に降ります。
山の斜面に火山灰が積もると、その後の雨で土石流が発生しやすくなります。
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